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1
9
9
5
年
、
長
野
の
郷
土
史
家
の
方
と

の
交
流
で
軽
井
沢
に
赴
い
た
と
き
、
山
形
教

授
と
と
も
に
軽
井
沢
に
残
る
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建

築
の
ド
ー
ミ
ー
ハ
ウ
ス
の
前
に
立
っ
た
。
そ
こ

に
は
人
の
気
配
も
な
く
、
荒
廃
化
し
樹
木
に

覆
わ
れ
た
建
物
が
あ
っ
た
。
案
内
し
同
行
し

た
テ
レ
ビ
局
レ
ポ
ー
タ
ー
が
マ
イ
ク
を
向
け

て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。
私
は
「
も
し
、
今
こ

こ
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
い
た
ら
悲
し
む
だ
ろ

う
」
と
答
え
た
。

　

建
物
は
人
々
の
生
活
や
息
遣
い
が
漂
っ
て

こ
そ
価
値
が
あ
る
。
今
回
長
く
建
物
を
愛
さ

れ
、
人
生
を
過
ご
さ
れ
た
人
々
の
手
を
離

れ
、
荒
廃
化
し
つ
つ
あ
っ
た
建
物
が
新
た
な

命
を
与
え
ら
れ
復
活
し
た
こ
と
を
心
か
ら
慶

び
た
い
。

　

登
録
文
化
財
と
は
、
文
化
的
な
価
値
を
認

め
、
そ
れ
を
顕
彰
す
る
た
め
に
登
録
指
定
さ

れ
る
も
の
だ
。

　

近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
建
築
部
に
あ
っ
て
、

際
立
っ
て
天
才
的
な
才
能
を
発
揮
し
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
今
日
的
価
値
を
不
動
の

も
の
に
し
た
佐
藤
久
勝
が
自
身
の
住
ま
い
と

し
て
設
計
し
た
の
が
今
回
披
露
さ
れ
る
建
物

で
あ
る
。

　

こ
の
八
幡
に
あ
る
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
住
宅

の
一
つ
で
あ
っ
た
旧
前
田
邸
（
佐
藤
久
勝
邸
）

の
改
修
お
披
露
目
の
機
会
に
、
本
日
は
三
人

の
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
、
ひ
と
と
き
こ

の
建
物
が
語
り
出
す
物
語
に
心
を
向
け
た
い

と
思
う
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
を
「
建
築
家
」
と
い
う
一
断
面

か
ら
知
る
方
は
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
彼
が
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
背
景
に
は
、
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
が
あ
る
。

そ
し
て
、
彼
に
は
多
く
の
同
志
が
い
た
。
そ
の

一
人
が
今
回
の
建
物
の
設
計
者
で
あ
る
佐
藤

久
勝
で
あ
る
。

　

こ
の
機
会
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
同
じ
時
代

に
、
同
じ
よ
う
な
志
を
持
っ
て
イ
ン
ド
に
わ

た
り
、
独
自
の
活
動
を
生
み
出
し
た
人
物
に

も
目
を
向
け
た
い
。
彼
の
生
み
出
し
た
独
自

の
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
は
世
界
的
に
広
が
り
、
偶

然
に
も
そ
れ
を
継
承
す
る
団
体
が
こ
の
度
近

江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
と
接
点

を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
人
物
が
ス
タ
ン

レ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
で
あ
る
。
二
人
の
共
通
点

は
米
国
に
お
け
る
リ
バ
イ
バ
ル
運
動
で
海
外

宣
教
の
夢
を
追
っ
た
青
年
た
ち
だ
っ
た
こ
と

だ
。
20
世
紀
初
頭
の
リ
バ
イ
バ
ル
が
多
く
の

青
年
た
ち
を
世
界
宣
教
に
送
り
出
し
た
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
Y
M
C
A
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
、
そ
し
て
ス
タ
ン
レ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は

米
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
か
ら
。

　

「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
」
と
人
々
に
よ
っ
て
呼

ば
れ
る
多
く
の
建
築
作
品
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

た
だ
一
人
の
手
で
生
み
出
し
た
の
で
な
く
、
多

く
の
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た

こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
映

画
の
世
界
で
も
「
黒
澤
明
」
や
「
ス
ピ
ル
バ
ー

グ
」
な
ど
も
同
様
で
、
多
く
の
優
秀
な
ス

タ
ッ
フ
の
手
で
作
品
は
生
ま
れ
る
。
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、
人
生

の
同
志
と
し
て
技
術
を
超
え
て
共
に
生
き
よ

う
と
し
た
「
兄
弟
」
の
よ
う
な
ス
タ
ッ
フ
が
近

江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
支
え
て
い
た
。

　

建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
佐
藤
は
、
同

時
に
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
同
じ
信
仰
を
持
ち
、
教

会
活
動
や
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
働
き
の
同
志

で
あ
っ
た
。
多
く
の
海
外
の
優
れ
た
建
築
デ

ザ
イ
ン
を
熟
知
し
な
が
ら
も
、
そ
の
様
式
に

束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
そ
れ
ら
を

応
用
す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
来
日
前
に
建
築
に
興
味
が

あ
り
、
大
学
も
そ
の
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
い

た
が
、
図
ら
ず
も
神
の
不
思
議
な
導
き
で
海

外
宣
教
へ
と
転
向
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

る
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
こ
の
決
心
を
す
る
出
会
い

を
し
た
の
は
1
9
0
2
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
一
年
前
の
1
9
0
1
年
に
同

じ
よ
う
な
体
験
の
も
と
に
海
外
宣
教
に
転
向

し
た
青
年
が
い
た
。
彼
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
よ
り

4
歳
若
く
、
法
律
を
学
ん
で
い
た
。
そ
し
て

米
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
の
海
外
宣
教
に

身
を
投
じ
た
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
日
本
に
渡
っ

た
の
が
1
9
0
5
年
、
派
遣
さ
れ
た
商
業
学

校
の
職
を
辞
し
、
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
立
ち

上
げ
た
1
9
0
7
年
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
先

の
青
年
が
イ
ン
ド
に
足
を
踏
み
入
れ
た
年
で

も
あ
る
。
彼
の
名
は
ス
タ
ン
レ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
と
い
う
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
仏
教
圏
の
只
中

に
あ
っ
て
、
彼
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
最
も
盛
ん
な

イ
ン
ド
で
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建
築
が
全
国
各
地
に
存
在

し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
八

幡
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
日
本
全
国
に
展
開
し
て

い
っ
た
の
か
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ

こ
に
は
軽
井
沢
に
お
け
る
海
外
か
ら
の
宣
教

師
た
ち
と
の
つ
な
が
り
、
Y
M
C
A
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
の
絶
大
な
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
こ

と
は
見
逃
せ
な
い
。
建
築
家
で
あ
る
前
に
信

仰
の
同
志
と
し
て
の
信
頼
関
係
が
多
く
の
建

築
を
世
に
送
り
出
し
た
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
建

築
を
設
計
で
関
わ
っ
た
一
般
の
施
主
へ
の
間

接
的
な
伝
道
と
位
置
づ
け
、
建
築
事
業
を
自

ら
の
信
仰
の
発
露
と
考
え
て
い
た
。

　

こ
の
思
い
は
彼
の
主
宰
す
る
建
築
事
務
所

の
ス
タ
ッ
フ
と
共
有
さ
れ
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は

彼
ら
自
身
も
宣
教
者
な
の
だ
と
言
い
続
け

た
。
佐
藤
久
勝
も
そ
ん
な
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
信

仰
の
同
志
で
あ
っ
た
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
近
江
に
「
神
の
国
」
を
建

設
す
べ
く
、
実
験
的
な
宣
教
活
動
の
足
跡
を

遺
し
た
。
単
な
る
布
教
だ
け
で
な
く
、
具
体

的
に
人
々
の
生
活
の
中
で
為
す
べ
き
社
会
改

革
に
挑
戦
し
続
け
た
。
佐
藤
久
勝
は
建
築
デ

ザ
イ
ン
の
仕
事
を
通
し
て
多
く
の
施
主
の
信

頼
を
得
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
思
い
を
建
築
デ
ザ

イ
ン
を
通
し
て
実
現
し
貢
献
し
た
。
ス
タ
ン

レ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
の

伝
統
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
イ
ン
ド
に
古
く
か
ら

あ
る
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
人
々
と
の
出
会
い
と
交

流
か
ら
、
宗
教
的
な
対
決
で
な
く
、
彼
ら
か

ら
独
自
の
精
神
修
養
の
方
法
を
学
び
、
今
日

の
ア
シ
ュ
ラ
ム
運
動
を
生
み
出
し
た
。

　

建
物
に
人
が
住
み
、
そ
の
場
所
を
愛
し
続

け
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
は
建
物
が
語
り
出
す

多
く
の
物
語
が
宿
り
、
人
々
が
喜
ん
で
集
う

場
と
な
る
。

　

冒
頭
で
触
れ
た
軽
井
沢
で
の
突
然
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
私
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
語
っ
た
。

　

「
も
し
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
さ
ん
が
今
こ
こ
に

立
っ
た
ら
残
念
で
寂
し
が
る
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
そ
の
窓
が
開
か
れ
、
家
の
中
か
ら
人

の
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
、
そ
こ
に
人

が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
情
景
が
あ
っ
て
こ

そ
建
物
は
そ
の
本
領
を
発
揮
す
る
と
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
さ
ん
は
思
う
で
し
ょ
う
か
ら
。
」

建
物
は
人
々
の
生
活
や

息
遣
い
が
漂
っ
て
こ
そ
価
値
が
あ
る

建
築
家
で
あ
る
前
に

信
仰
の
同
志
と
し
て
の
信
頼
関
係
が

多
く
の
建
築
を
世
に
送
り
出
し
た

そ
こ
に
は
建
物
が
語
り
出
す

多
く
の
物
語
が
宿
り
、

人
々
が
喜
ん
で
集
う
場
と
な
る

建
物
が
語
り
出
す
も
の
が
た
り
芹
野
与
幸

本
文
は
『
旧
前
田
邸(

佐
藤
久
勝
邸)

改
装
記
念
講
演

建
物

が
語
り
出
す
も
の
が
た
り
』
と
題
し
て
、
ア
シ
ュ
ラ
ム
誌

第

6
2
7
号
（
2
0
2
1
年
2
月
1
日
）
と
第
6
2
8
号

（
2
0
2
1
年
3
月
1
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

芹野 与幸
Tomoyuki Serino

株式会社一粒社ヴォーリズ建築事務所 非常勤顧問
公益財団法人近江兄弟社 嘱託研究員

William Merrell Vories

佐藤久勝氏

E. Stanley Jones

写真はシメオン黙想の家にて（写真右）
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命
の
息
を
吹
き
入
れ
ら
れ
た
。

琉球畳仕様、和のツインルーム。
目の前はテラスとラビリンス！

玄関隣の応接間。
幸いなひとときをどうぞ。

2階には3つの部屋。
木々の鳥達が間近に。

玄関とびらの小窓から。小さくて、黙想にピッタリの部屋。

今も光り続けるステンドグラス。
推しは夕陽の頃！ デザインにも注目。

み
な
さ
ん
の
尊
い
献
金
に
よ
っ
て
、

シ
メ
オ
ン
黙
想
の
家
に
主
の
息
が
吹
き
込
ま
れ
、

福
音
を
伝
え
る
器
と
し
て
、こ
ん
な
に
素
敵
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
共
に
祈
り
を
合
わ
せ
主
の
御
声
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

写
真
で
見
る

黙

想

の

家

シ

メ

オ

ン
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ア
シ
ュ
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
の
ラ
ビ
リ
ン
ス

シ
メ
オ
ン
黙
想
の
家
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
に
13
世
紀
に
描
か
れ
た

「
シ
ャ
ル
ト
ル
ラ
ビ
リ
ン
ス
」
を
か
た
ど
っ
た
黙
想
の
道
が
あ
り
ま
す
。

武
田
光
世

聖
な
る
道
を

く。歩

ビリンスは迷路ではありません。道

なりに歩いて行くとおのずと中心に

至ります。同じ道を戻り、入口が出口になりま

す。歩く過程は「三つのＲ」で表されます。中

心に向かいながら「解き放ち（リリース）」、

中心で歩を止め「受け取り（レシーブ）」、外

に「戻って来る（リターン）」。歩く前後の

「内省（リフレクション）」は体験を深める役

に立ちます。

ラ

一の「正しい歩き方」は無く、場を共

にする人への配慮がある限り、自分

なりに歩くことができます。体験は人によっ

て異なり、同じ人でも歩く度に異なります。ラ

ビリンスを歩く黙想会を開いている聖霊会の

シスターは「ラビリンスを歩いて得た体験は

神様からのお恵みです」と言われます。ラビ

リンスの空間は大切なものと向き合う場にな

り得るのです。

唯 周の円は世界の、屈曲した道は「巡

礼の道」「人生の道」の象徴と言わ

れます。祈りと黙想のためにラビリンスを歩く

「ラビリンスウォーク」は、1991年に米国のグ

レイス大聖堂司祭ローレン・アートレスが教

会と地域に紹介して以来、世界各地に広まり

ました。信仰の異同や有無を問わず幼児から

高齢者まで歩けることから、寺院・病院・学

校・公園などにも導入されています。手指で

道をたどる「フィンガーラビリンス」は病床に

ある人などに使われています。

外

武田 光世
Mitsuyo Takeda

写真はコロラド州クレストンにて（写真左）
Nada Carmelite Hermitage

公認心理師。日本カウンセリング学会認定
カウンセラー。日本スピリチュアルケア学会
会員。『聖なる道を歩く』訳者。「ラビリンス
ウォーク：歩きながらの祈りと黙想」（『礼拝
と音楽169号』）筆者。ヴェリディタス認定
ラビリンスファシリテータ。ガードナーと共
に、1997年にグレイス大聖堂でラビリンス
を歩き、2009年にシャルトルでラビリンス・
ファシリテータ研修を受講。ラビリンス
ウォークの実践を手伝う。

製作／宮本 肇
監修／武田 光世
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ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ス
が

手
が
け
た
1,
5
0
0
棟
余
り
の
建
築

は
、
教
会
、
個
人
宅
、
別
荘
、
学
校
、
病
院
、

デ
パ
ー
ト
と
多
岐
に
わ
た
る
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建

築
事
務
所
は
軽
井
沢
に
夏
の
オ
フ
ィ
ス
を
構

え
、
夏
休
み
の
避
暑
に
全
国
か
ら
集
ま
る
宣

教
師
た
ち
と
交
流
を
持
つ
こ
と
で
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
の
校
舎
や
寄
宿
舎
を
建
て
る
に

至
っ
た
そ
う
だ
。

　

明
治
時
代
、
静
岡
英
和
女
学
院
、
東
洋
英

和
女
学
院
、
山
梨
英
和
女
学
院
の
三
つ
の
姉

妹
校
は
い
ず
れ
も
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
っ
て
校

舎
や
寄
宿
舎
が
建
て
ら
れ
た
。
し
か
し
残
念

な
が
ら
戦
争
や
大
火
、
老
朽
化
に
よ
り
現
存

す
る
も
の
は
少
な
い
。
現
存
す
る
も
の
の
ひ
と

つ
が
、
民
間
所
有
の
静
岡
英
和
女
学
院
旧
宣

教
師
館
で
あ
る
。
戦
後
の
希
少
な
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
建
築
と
し
て
確
認
さ
れ
、
2
0
1
4
年
に
国

登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。
太
平
洋
戦
争

で
一
旦
カ
ナ
ダ
に
強
制
送
還
さ
れ
た
宣
教
師

た
ち
が
来
日
し
、
滞
在
す
る
た
め
に
1
9
5
0

年
に
竣
工
。
16
年
間
宣
教
師
館
と
し
て
使
わ

れ
た
後
、
校
長
住
宅
、
カ
ナ
ダ
人
英
語
教
師

の
宿
舎
、
短
大
の
寮
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

　

現
在
は
、
静
岡
英
和
女
学
院
の
卒
業
生
夫

妻
で
ア
シ
ュ
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
の
役
員
で
あ
る
榎

戸
基
兄
・
真
弓
姉
の
住
宅
で
あ
る
。
建
物
の
維

持
保
存
を
し
な
が
ら
、「
宣
教
師
館
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
た
頃
の
文
化
も
大
切
に
し
た
い
」

と
の
思
い
で
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
。
恵

牧
師
と
の
不
思
議
な
出
会
い
で
静
岡
聖
書
教

室
は
６
年
前
か
ら
こ
の
宣
教
師
館
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。「
月
曜
日
の
放
課
後
は
こ
こ

で
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
が
持
た
れ
て
い
た
そ
う
で

す
」
と
真
弓
姉
。
ア
シ
ュ
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
の
静
岡

聖
書
教
室
は
毎
月
最
終
の
月
曜
日
。
こ
れ
を

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
マ
ジ
ッ
ク
と
言
う
の
だ
そ
う
だ
。

　

６
年
前
は
６
〜
７
名
の
参
加
者
だ
っ
た
静

岡
聖
書
教
室
は
、
現
在
は
、
近
隣
の
７
教
会

か
ら
、
ま
た
初
心
者
の
方
も
一
緒
に
な
っ
て
、

午
前
午
後
の
２
回
行
っ
て
い
る
。「
そ
ろ
そ
ろ

３
ク
ラ
ス
も
考
え
な
く
て
は
」
と
榎
本
恵
牧

師
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
z
o
o
m
で
開
催

し
、
聖
書
教
室
は
休
む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ

て
い
る
。

静岡英和女学院旧宣教師館
《ヴォーリズ建築 》

た び んちゅ 牧 師、東 へ西へ  Vo l . 1た び んちゅ 牧 師、東 へ西へ  Vo l . 1

静岡英和女学院旧宣教師館
住所　静岡県静岡市葵区西草深町
ホームページ　https://www.miss-cunningham.com/
メールアドレス　enoto@miss-cunningham.com
電話　054-277-9090

Vo l . 1

た
び
ん
ち
�
牧

師
�
東
へ
西
へ

ア
シ
ュ
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
と
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
を

「
た
び
ん
ち
ゅ（
旅
人
）牧
師
」
こ
と

榎
本
恵
主
幹
牧
師
が
訪
ね
ま
す
。

恵
牧
師
は
、
祈
り
と
聖
霊
の
働
き
に
よ
り
、

今
日
も
全
国
に
御
言
葉
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

ウ
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支 援 の お 願 い

主の平和

「アンナとシメオン」創刊号を、お読みくださりありがとうございます。

　昨年、神様の不思議な導きにより、この場所をお譲りいただけることとな

り、アシュラムセンターでは、その購入を決意し、皆様方に尊い献金をお願

いして参りました。僅か、一年余の間に、多額の献金をお献げいただきまし

たこと、まず心より感謝申し上げます。

　さて「アンナ」、「シメオン」とは、新約聖書の中に出てきます、幼子イエ

スを初めてその手に抱いた二人の老人です。彼らは、その生涯を、神の約束

を信じ切って生き、幼児イエスに出会ったのでした。その姿は、年老いてこ

そ、豊かであり、美しく、尊いのです。

　私たちアシュラムセンターでは、この二人の名前を戴き、それぞれの建物

を「アンナ祈りの家」、「シメオン黙想の家」として、宿泊研修場として用い

ています。約50 0坪の敷地に、２棟の古い建物があります。そのうちの一つ

は、立派な庭園を持つ平家建ての日本家屋、そしてもう一つは、90年前に建

てられた、ヴォーリズ建築の洋館です。また、その庭には、黙想と祈りのため

の道ラビリンスが、作られています。確かに、それらは、不動産的価値から

すれば、古い中古物件ではありますが、私たちは、その古さの中に新たな価

値を見出し、それを守り伝えて行こうと決意しています。2000年前の出来事

が、時を超え、私たちの心のうちに、風となって吹き渡ってくるように、と。

　ゆくゆくは、この場所をアシュラムセンターの中核施設「ちいろば共同体

（仮称）」として、「音楽を自由に奏でることのできる礼拝堂や修道生活者が

住むためのレジデンス棟なども作りたいと」と夢を広げています。

　もちろん、それを、私たちだけで準備し、維持管理していくことには限界が

あります。財的にも、人的にも小さな私たちの力だけではどうすることもでき

ません。私たちは、この「アンナとシメオン」誌を通して、そんな私たちの想

いを共有していただける方を求めています。

　まだ見ぬあなたとの出会いを、思い浮かべているのです。同じ風に吹か

れ、同じ志を抱き、同じ夢を見る。どうか、この「アンナとシメオン」の会員と

なってください。そして、ともに古いものは決して古いままでは終わらない、

新しい命を与えられ、見事に再生されていく、その目撃者となってください。

皆様との、新しい出会いを信じ、祈っております。

アシュラムセンター主幹牧師　榎本恵

感謝のメッセージ　皆様の尊い献金により2020年4月に旧佐藤久勝邸
（改シメオン黙想の家）を購入させていただき、7月よ
り修復作業が開始されました。天井が剥がれ落ちた
箇所や穴の空いた箇所などがあり空き家のまま放置
された状態でしたが、当時のデザインを残しつつ、故
佐藤久勝氏の思いとアシュラム運動の信仰が合わさ
り、新しく生まれ変わりました。
　敷地の半分以上が庭であり、その整備も修復作業

と同時に行われ、門から玄関までのアプローチやテラ
スなども製作しました。また、桜や紅葉、椿など多く
の木々が植えられており、当時と同じように四季を楽
しむことができるようになりました。
　2020年12月には、近隣の方、ヴォーリズ建築に関
心のある方をお招きし、内覧会を催しました。コロナ
禍ではありましたが、約200名の方にご参加いただ
き、無事終えることができました。

　私たちは、シメオン黙想の家、アンナ祈りの家、
これらを拠点として誰もが集える共同体を形成
し、ヴォーリズ建築の保存活用を進めていきます。
そのためには、建物の維持管理、購入費の返済、
また今後の活動に多くの費用を必要とします。
　上述の共同体構想に共鳴し、積極的にご協力、
ご支援、ご奉仕いただける方を会員という形で募
集します。金銭的なご支援だけでなく、建物や敷

地の清掃などのご奉仕、アシュラム集会へのご参
加をいただけると幸いです。ご協力いただいた方
には、毎年本誌をお送りし、近況報告やヴォーリ
ズ建築などについてお伝えしていきます。また現
在、シメオン黙想の家はアシュラム集会等の利用
に限定していますが、今後見学や宿泊を可能にし
ていき、ヴォーリズ建築の魅力を伝えていきたい
と思っています。

● 修 復

　シメオン黙想の家は、1階に和洋室（ダブル）、応
接間、キッチン、浴室等があり、2階に洋室（シング
ル）が3部屋あります。各所にヴォーリズ建築の特徴
や故佐藤氏特有のデザインが見られます。特に応接
間の壁にはめられているステンドグラスには、玄関に
時計を運び込む様子が描かれています。90年前に建
築されたとは思えない近代的な洋館をどうぞお楽し
みください。

●施設紹介

　日本に数カ所しかないラビリンスがシメオン黙想の
家に新たに誕生しました。本誌の特集ページの著者
である武田氏の監修の元、約半年かけて完成しまし
た。天候や気温に左右されながらも手作業で1万個以
上の石を並べて形作りました。1階の和洋室から一望
できるため、見ながら、歩きながら黙想することがで
きます。宿泊した際は、ぜひ一度ご体験ください。

●ラビリンス

活
動
レ
ポ
ー
ト

　2021年から本格的な活用が始まり、隣接するアン
ナ祈りの家と共に修道場アシュラム（月1回、2泊3
日）の会場として用いられています。また、都会の喧
騒から離れ、静まりたいという方の黙想の場としても
ご利用いただいています。
現在は、アシュラムの参加者、関係者の利用に限ってい
ましたが、今後シメオン黙想の家の保存にご協力、ご
賛同いただける方の見学や宿泊も可能にしていきます。

●活用状況


